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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
所定の印刷データに基づいて、一の冊子を構成する単葉の両面に各頁毎の印刷内容を印刷
し、折曲、断裁の加工を行って綴じることにより冊子状に製本する冊子作製処理方法であ
って、
前記単葉を平面上としたときに第一頁目を基準に、Ｘ方向を所定数の頁割付けの段として
、当該Ｘ方向の頁割付け数のＸ値を取得するステップと、
前記第一頁目を含む段のおもて面について、当該第一頁目よりＸ方向に、当該Ｘ方向の前
頁目の頁数値に「３」を加え、続いて当該Ｘ方向の前頁目の頁数値に「１」を加えること
を前記Ｘ値まで繰り返して頁割付けを行うステップと、
前記単葉のうら面について、前記第一頁目を基準としてＸ方向に、対応おもて面の頁数値
に「１」を加え、続いて対応おもて面の頁数値に「１」を減じることを前記Ｘ値まで繰り
返して頁割付けを行うステップと、
一方、前記第一頁目よりＸ方向の奇数番目の各頁の印刷向きと、偶数番目の各頁の印刷向
きとを、それぞれ折曲加工時に同方向とするデータ回転設定を行うステップと、
前記印刷データに基づいて、前記割り付けられた頁数値に対応させ、前記データ回転設定
に対応させた印刷処理を行うステップと、
前記第一頁を基準に、Ｘ方向に山折りから始まるＺ折りに折曲加工し、印刷領域を断裁す
るステップと、
所定の綴じ部材で所定部分を綴じるステップと、
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を含むことを特徴とする冊子作製処理方法。
【請求項２】
所定の印刷データに基づいて、一の冊子を構成する単葉の両面に各頁毎の印刷内容を印刷
し、折曲、断裁の加工を行って綴じることにより冊子状に製本する冊子作製処理方法であ
って、
前記単葉を平面上としたときに第一頁目を基準に、Ｘ方向を所定数の頁割付けの段として
Ｙ方向に所定数の段を構成させるものとし、当該Ｘ方向、Ｙ方向におけるそれぞれの頁割
付け数のＸ値、Ｙ値を取得するステップと、
前記第一頁目を含む段のおもて面について、当該第一頁目よりＸ方向に、当該Ｘ方向の前
頁目の頁数値に「３」を加え、続いて当該Ｘ方向の前頁目の頁数値に「１」を加えること
を前記Ｘ値まで繰り返して頁割付けを行うステップと、
前記第一頁目の段を除くＹ方向の奇数段の各おもて面について、当該第一頁目を含むＹ方
向の列の対応部分をそれぞれ始頁とし、当該始頁を｛２・Ｘ・Ｙ（ｎ－１）＋１｝（Ｙ（
ｎ）はＹ方向の段数目であって、Ｙ（ｎ－１）は前段の段数目）として、Ｘ方向に、当該
Ｘ方向の前頁目の頁数値に「３」を加え、続いて当該Ｘ方向の前頁目の頁数値に「１」を
加えることを前記Ｘ値まで繰り返して頁割付けを行うステップと、
一方、前記Ｙ方向の偶数段の各おもて面について、当該第一頁目を含むＹ方向の列の対応
部分をそれぞれ始頁とし、当該始頁を｛２・Ｘ・Ｙ（ｎ）｝として、Ｘ方向に、当該Ｘ方
向の前頁目の頁数値に「３」を減じ、続いて当該Ｘ方向の前頁目の頁数値に「１」を減じ
ることを前記Ｘ値まで繰り返して頁割付けを行うステップと、
前記単葉のうら面について、前記第一頁目の段を含むＹ方向の奇数段で、当該第一頁を含
むＹ方向の列の対応部分を始基準としてＸ方向に、対応おもて面の頁数値に「１」を加え
、続いて対応おもて面の頁数値に「１」を減じることを前記Ｘ値まで繰り返して頁割付け
を行うステップと、
前記単葉のうら面におけるＹ方向の偶数段で、当該第一頁を含むＹ方向の列の対応部分を
始基準としてＸ方向に、対応おもて面の頁数値に「１」を減じ、続いて対応おもて面の頁
数値に「１」を加えることを前記Ｘ値まで繰り返して頁割付けを行うステップと、
一方、前記単葉の両面について、各頁の印刷向きを、それぞれ折曲加工時に同方向とする
データ回転設定を行うステップと、
前記印刷データに基づいて、前記割り付けられた頁数値に対応させ、前記データ回転設定
に対応させた印刷処理を行うステップと、
前記第一頁を含む列を基準に、Ｘ方向に山折りから始まるＺ折りに折曲加工し、続いてＹ
方向に山折りから始まるＺ折りに折曲加工するステップと、
印刷領域を断裁して所定の綴じ部材で所定部分を綴じるステップと、
を含むことを特徴とする冊子作製処理方法。
【請求項３】
請求項１または２記載の冊子作製処理方法であって、前記一の冊子を構成する単葉は、連
続用紙上での前記印刷処理の後に断裁されることを特徴とする冊子作製処理方法。
【請求項４】
請求項１～３の少なくとも何れかに記載の冊子作製処理方法で作製されることを特徴とす
る冊子。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、個別対象毎の印刷媒体に印字、印刷して個別対象毎の冊子状に加工する冊子作
製処理方法及びこれにより作製される冊子に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、冊子の印刷作製は、一般対象向け共通内容を掲載して頒布する場合の他に、各顧客
等の個別向けの内容を掲載して個別対象毎に頒布する冊子のためのものが要望されてきて
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いる。これは、個別対象毎の冊子とすることで一般対象向けのものに対してページ数の絞
り込みが可能となって生産コスト、物流コスト、在庫コストの削減が可能となるためであ
る。そのため、冊子内の印刷処理を効率的に行えることが望まれている。
【０００３】
従来、冊子形態で１点一葉のものを作製する場合として、当該冊子の各頁を事前に印字、
印刷しておき、選択情報に基づいて各頁を手作業で選択し、製本を行う手法がとられてい
る。
【０００４】
そこで、図１０に、従来の冊子印刷製造の概念図を示す。図１０において、印刷データ１
０１に基づいて、各パーソナル向け毎にオフセット等で印字、印刷した表紙群１０２と、
別に当該各パーソナル向け毎にそれぞれの情報内容をオフセット等で印字、印刷した各紙
葉の紙葉群１０３が必要数用意される。用意された表紙群１０２と紙葉群１０３から、各
パーソナルに対応したリスト（選択情報）に基づいて各表紙（各パーソナル向け）とそれ
に対応した紙葉を手作業にて選択し、製本前の紙葉集１０４Ａ，１０４Ｂ，・・・１０４
Ｘとされる。
【０００５】
この場合、上記紙葉集１０４Ａ，１０４Ｂ，・・・１０４Ｘにおいて、各パーソナル向け
毎に選択ミスがないか否かのマッチングが行われ、選択ミスに応じて適時差し替え等が行
われる。そして、マッチング後に接着剤や綴じ針等で片綴じして各パーソナル毎の冊子１
０５Ａ，１０５Ｂ，・・・１０５Ｘが完成されるものである。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、用意される上記表紙群１０２及び紙葉群１０３は別々に印字、印刷され、
手作業で表紙、紙葉を選択してマッチングを行うことから冊子作製工程の効率化を図るこ
とができないという問題がある。
そこで、本発明は上記課題に鑑みなされたもので、個別対象毎の冊子単位でかつ枚数の異
なる冊子を作製する工程の効率化を図る冊子作製処理方法及びこれにより作製される冊子
を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するために、請求項１の発明では、所定の印刷データに基づいて、一の冊
子を構成する単葉の両面に各頁毎の印刷内容を印刷し、折曲、断裁の加工を行って綴じる
ことにより冊子状に製本する冊子作製処理方法であって、前記単葉を平面上としたときに
第一頁目を基準に、Ｘ方向を所定数の頁割付けの段として、当該Ｘ方向の頁割付け数のＸ
値を取得するステップと、前記第一頁目を含む段のおもて面について、当該第一頁目より
Ｘ方向に、当該Ｘ方向の前頁目の頁数値に「３」を加え、続いて当該Ｘ方向の前頁目の頁
数値に「１」を加えることを前記Ｘ値まで繰り返して頁割付けを行うステップと、前記単
葉のうら面について、前記第一頁目を基準としてＸ方向に、対応おもて面の頁数値に「１
」を加え、続いて対応おもて面の頁数値に「１」を減じることを前記Ｘ値まで繰り返して
頁割付けを行うステップと、一方、前記第一頁目よりＸ方向の奇数番目の各頁の印刷向き
と、偶数番目の各頁の印刷向きとを、それぞれ折曲加工時に同方向とするデータ回転設定
を行うステップと、前記印刷データに基づいて、前記割り付けられた頁数値に対応させ、
前記データ回転設定に対応させた印刷処理を行うステップと、前記第一頁を基準に、Ｘ方
向に山折りから始まるＺ折りに折曲加工し、印刷領域を断裁するステップと、所定の綴じ
部材で所定部分を綴じるステップと、を含む構成とする。
【０００８】
請求項２の発明では、所定の印刷データに基づいて、一の冊子を構成する単葉の両面に各
頁毎の印刷内容を印刷し、折曲、断裁の加工を行って綴じることにより冊子状に製本する
冊子作製処理方法であって、前記単葉を平面上としたときに第一頁目を基準に、Ｘ方向を
所定数の頁割付けの段としてＹ方向に所定数の段を構成させるものとし、当該Ｘ方向、Ｙ
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方向におけるそれぞれの頁割付け数のＸ値、Ｙ値を取得するステップと、前記第一頁目を
含む段のおもて面について、当該第一頁目よりＸ方向に、当該Ｘ方向の前頁目の頁数値に
「３」を加え、続いて当該Ｘ方向の前頁目の頁数値に「１」を加えることを前記Ｘ値まで
繰り返して頁割付けを行うステップと、前記第一頁目の段を除くＹ方向の奇数段の各おも
て面について、当該第一頁目を含むＹ方向の列の対応部分をそれぞれ始頁とし、当該始頁
を｛２・Ｘ・Ｙ（ｎ－１）＋１｝（Ｙ（ｎ）はＹ方向の段数目であって、Ｙ（ｎ－１）は
前段の段数目）として、Ｘ方向に、当該Ｘ方向の前頁目の頁数値に「３」を加え、続いて
当該Ｘ方向の前頁目の頁数値に「１」を加えることを前記Ｘ値まで繰り返して頁割付けを
行うステップと、一方、前記Ｙ方向の偶数段の各おもて面について、当該第一頁目を含む
Ｙ方向の列の対応部分をそれぞれ始頁とし、当該始頁を｛２・Ｘ・Ｙ（ｎ）｝として、Ｘ
方向に、当該Ｘ方向の前頁目の頁数値に「３」を減じ、続いて当該Ｘ方向の前頁目の頁数
値に「１」を減じることを前記Ｘ値まで繰り返して頁割付けを行うステップと、前記単葉
のうら面について、前記第一頁目の段を含むＹ方向の奇数段で、当該第一頁を含むＹ方向
の列の対応部分を始基準としてＸ方向に、対応おもて面の頁数値に「１」を加え、続いて
対応おもて面の頁数値に「１」を減じることを前記Ｘ値まで繰り返して頁割付けを行うス
テップと、前記単葉のうら面におけるＹ方向の偶数段で、当該第一頁を含むＹ方向の列の
対応部分を始基準としてＸ方向に、対応おもて面の頁数値に「１」を減じ、続いて対応お
もて面の頁数値に「１」を加えることを前記Ｘ値まで繰り返して頁割付けを行うステップ
と、一方、前記単葉の両面について、各頁の印刷向きを、それぞれ折曲加工時に同方向と
するデータ回転設定を行うステップと、前記印刷データに基づいて、前記割り付けられた
頁数値に対応させ、前記データ回転設定に対応させた印刷処理を行うステップと、前記第
一頁を含む列を基準に、Ｘ方向に山折りから始まるＺ折りに折曲加工し、続いてＹ方向に
山折りから始まるＺ折りに折曲加工するステップと、印刷領域を断裁して所定の綴じ部材
で所定部分を綴じるステップと、を含む構成とする。
【０００９】
請求項３の発明では、前記一の冊子を構成する単葉は、連続用紙上での前記印刷処理の後
に断裁される構成である。
請求項４の発明では、請求項１～３の少なくとも何れかに記載の冊子作製処理方法で作製
される冊子の構成とする。
【００１０】
このように、第一頁を含むＸ方向を段としてＹ方向に所定数段とし、各段のおもて面、う
ら面のそれぞれで頁割付けを行い、印刷向きを両面について折曲加工時に同方向とするデ
ータ回転設定を行った後に印刷処理を行い、Ｘ方向とＹ方向にそれぞれ山折りから始まる
Ｚ折りを行ってから印刷領域を断裁して綴じることで冊子状に製本させる。すなわち、単
葉の両面の頁割付け、印刷向きを一定の手法で設定してその後の印刷処理、加工処理、製
本処理を行うことから、個別対象毎の冊子単位でかつ枚数の異なる冊子を作製する工程の
効率化を図ることが可能となるものである。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の好ましい実施形態を図により説明する。
図１に、本発明の冊子作製処理方法を実現するための処理システムのブロック構成図を示
す。図１（Ａ）は、本システムのブロック構成図、図１（Ｂ）は、図１（Ａ）の頁割付手
段のブロック構成図である。図１（Ａ）に示す冊子作製処理システム１１は、所定の印刷
データに基づいて、一の冊子を構成する単葉の両面に各頁毎の印刷内容を印刷し、折曲、
断裁の加工を行って綴じることにより冊子状に製本するものであって、システム全体を制
御する図示しない制御手段の他に、頁割付手段１２、データ回転手段１３、印刷手段１４
、加工手段１５および製本綴じ手段１６を含んで構成される。
【００１２】
上記頁割付手段１２は、第一頁を含むＸ方向を段としてＹ方向に所定数段として、条件値
１７のＸ値およびＹ値を取得し、第一頁の段を含むＹ方向の奇数段と偶数段についてのお
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もて面（表面）、うら面（裏面）のそれぞれで頁割付けを行うもので、詳細は図１（Ｂ）
で説明する。上記データ回転手段１３は、印刷データの向きを折曲加工時に同方向となる
ようにデータ回転設定を行うもので、単葉がＸ方向の１段のみで構成される場合には、総
ての頁（表裏）を同方向の印刷向きとする。また、Ｙ方向の複数段で構成される場合には
、単葉の両面について、第一頁目のＹ方向における列の対応部分を基準列として、Ｘ方向
の奇数列目における各頁の印刷向きと、偶数列目における各頁の印刷向きとをＸ方向とし
てそれぞれ天地を逆向きとし、または、当該第一頁目のＸ方向における段を基準段として
、各奇数段目における各頁（表裏）の印刷向きと、各偶数段における各頁（表裏）の印刷
向きとを、Ｙ方向としてそれぞれ天地を逆向きとする。
【００１３】
上記印刷手段１４は、取得する印刷データ１８に基づいて、上記頁割付手段１２で割り付
けられた頁数値に対応させ、上記データ回転手段１３でのデータ回転設定に対応させた印
刷処理を行う。上記加工手段１５は、単葉がＸ方向の１段のみで構成される場合には第一
頁を基準に、Ｘ方向に山折りから始まるＺ折りに折曲加工して印刷領域の断裁を行い、Ｙ
方向の複数段で構成される場合には、第一頁を含む列を基準に、Ｘ方向に山折りから始ま
るＺ折りに折曲加工し、続いてＹ方向に山折りから始まるＺ折りに折曲加工して印刷領域
の断裁を行う。そして、上記製本綴じ手段１６は、断裁した各頁葉を所定の綴じ部材で一
辺を綴じて冊子状に製本する。
【００１４】
ここで、図１（Ｂ）において、上記頁割付手段１２は、適宜、段数区分手段２１、奇数段
頁割付手段２２、偶数段頁割付手段２３および統合手段２４を備える。段数区分手段２１
は、取得する条件値１７のＸ値およびＹ値に基づいて奇数段と偶数段を区分けし、Ｙ値の
範囲内の奇数段（１段、３段、・・・であって、１段のみの場合もある）の段数値を奇数
段頁付手段２２に送出すると共に、Ｙ値の範囲内の偶数段（２段、４段、・・・）の段数
値を奇数段頁付手段２２に送出するが、単葉がＸ方向の１段のみで構成される場合には送
出されない。
【００１５】
上記奇数頁割付手段２２は、第一頁目を含む段のおもて面について、当該第一頁目よりＸ
方向に、当該Ｘ方向の前頁目の頁数値に「３」を加え、続いて当該Ｘ方向の前頁目の頁数
値に「１」を加えることをＸ値まで繰り返して頁割付けを行うと共に、第一頁目の段を除
くＹ方向の奇数段の各おもて面について、当該第一頁目を含むＹ方向の列の対応部分をそ
れぞれ始頁とし、当該始頁を｛２・Ｘ・Ｙ（ｎ－１）＋１｝（Ｙ（ｎ）はＹ方向の段数目
であって、Ｙ（ｎ－１）は前段の段数目）として、Ｘ方向に、当該Ｘ方向の前頁目の頁数
値に「３」を加え、続いて当該Ｘ方向の前頁目の頁数値に「１」を加えることを前記Ｘ値
まで繰り返して頁割付けを行う。
【００１６】
また、単葉のうら面について、第一頁目の段を含むＹ方向の奇数段で、当該第一頁を含む
Ｙ方向の列の対応部分を始基準としてＸ方向に、対応おもて面の頁数値に「１」を加え、
続いて対応おもて面の頁数値に「１」を減じることをＸ値まで繰り返して頁割付けを行う
。
【００１７】
上記偶数頁割付手段２３は、Ｙ方向の偶数段の各おもて面について、当該第一頁目を含む
Ｙ方向の列の対応部分をそれぞれ始頁とし、当該始頁を｛２・Ｘ・Ｙ（ｎ）｝として、Ｘ
方向に、当該Ｘ方向の前頁目の頁数値に「３」を減じ、続いて当該Ｘ方向の前頁目の頁数
値に「１」を減じることをＸ値まで繰り返して頁割付けを行う。また、単葉のうら面にお
けるＹ方向の偶数段で、当該第一頁を含むＹ方向の列の対応部分を始基準としてＸ方向に
、対応おもて面の頁数値に「１」を減じ、続いて対応おもて面の頁数値に「１」を加える
ことをＸ値まで繰り返して頁割付けを行う。
【００１８】
そして、上記統合手段２４は、上記奇数段頁割付手段２２で割り付けられた頁数値と、上
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記偶数段頁割付手段２３で割り付けられた頁数値とを統合して一の冊子を構成する単葉全
体の頁割付けとするものである。
【００１９】
そこで、図２～図４に、各頁数の冊子作製の説明図を示す。なお、ここでは印刷データの
向きをＸ方向とした場合を示している。図２は、８頁冊子を作製する場合のもので、図２
（Ａ）に示す８頁冊子を構成する８頁展開単葉３１のおもて面において、Ｘ＝２、Ｙ＝２
の条件値で第一頁目（Ｐ－１）よりＸ方向を第１段とし、Ｙ方向に２段で構成したもので
ある。まず、第一頁（Ｐ－１）を含む段において、Ｘ方向に前頁目（第一頁）に「３」を
加えた頁数値（Ｐ－４）が頁割付けされている。
【００２０】
また、Ｙ方向の第２段のおもて面において、第一頁を含む列の対応部分を始頁として、｛
２・Ｘ・Ｙ（ｎ）｝（Ｘ＝２、Ｙ（ｎ）＝２）より第８頁（Ｐ－８）が頁割り付けられ、
これより前頁目の頁数値としての第８頁（Ｐ－８）からＸ方向に「３」を減じた第５頁（
Ｐ－５）が割り付けられている。
【００２１】
そして、８頁展開単葉３１のうら面においては括弧内の頁数値として表しており、第一頁
目の段で、当該第一頁（Ｐ－１）を始基準としてＸ方向に、対応おもて面の頁数値（Ｐ－
１）に「１」を加えた第２頁（Ｐ－２）が割り付けられ、続いてＸ方向の次頁において対
応おもて面の頁数値第４頁（Ｐ－４）に「１」を減じた第３頁（Ｐ－３）が割り付けられ
ている。また、第２段（偶数段）において、第一頁を含む列の対応部分（上記始頁の第８
頁（Ｐ－８））よりＸ方向に対応おもて面の頁数値（Ｐ－８）に「１」を減じた第７頁（
Ｐ－７）が割り付けられ、続いてＸ方向の次頁において対応おもて面の頁数値第５頁（Ｐ
－５）に「１」を加えた第６頁（Ｐ－６）が割り付けられている。
【００２２】
さらに、８頁展開単葉３１の両面について、第一頁目のＹ方向における列の対応部分を基
準列として、Ｘ方向の奇数列目における各頁（Ｐ－１）、（Ｐ－２）、（Ｐ－７）、（Ｐ
－８）の印刷向きと、偶数列目における各頁（Ｐ－３）～（Ｐ－６）の印刷向きとがＸ方
向とされ、それぞれ天地を逆向きにデータ回転設定されている。
【００２３】
そこで、図２（Ｂ）に示すように、第一頁を含む列を基準に、折り線３２（図２（Ａ））
でＸ方向に山折りを行い、続いて図２（Ｃ）に示すように折り線３３（図２（Ｂ））でＹ
方向に山折りして折曲加工される。また、図２（Ｄ）に示すように、印刷領域である断裁
線３４で断裁し、図２（Ｅ）に示すように一辺を綴じ部材としての接着剤（ステープルで
もよい）３５で綴じられることで冊子３６として製本されるものである。
【００２４】
次に、図３は、１２頁冊子を作製する場合のもので、図３（Ａ）に示す１２頁冊子を構成
する１２頁展開単葉４１のおもて面において、Ｘ＝３、Ｙ＝２の条件値で第一頁目（Ｐ－
１）よりＸ方向を第１段とし、Ｙ方向に２段で構成したものである。まず、第一頁（Ｐ－
１）を含む段において、Ｘ方向に前頁目（第一頁）に「３」を加えた頁数値（Ｐ－４）が
頁割付けされ、続いてＸ方向に前頁目（第４頁）に「１」を加えた頁数値（Ｐ－５）が頁
割付けされている。
【００２５】
また、Ｙ方向の第２段のおもて面において、第一頁を含む列の対応部分を始頁として、｛
２・Ｘ・Ｙ（ｎ）｝（Ｘ＝２、Ｙ（ｎ）＝２）より第８頁（Ｐ－１２）が頁割り付けられ
、これより前頁目の頁数値としての第８頁（Ｐ－１２）からＸ方向に「３」を減じた第９
頁（Ｐ－９）が割り付けられ、続いてＸ方向に「１」を減じた第８頁（Ｐ－８）が割り付
けられている。
【００２６】
そして、１２頁展開単葉４１のうら面においては括弧内の頁数値として表しており、第一
頁目の段で、当該第一頁（Ｐ－１）を始基準としてＸ方向に、対応おもて面の頁数値（Ｐ
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－１）に「１」を加えた第２頁（Ｐ－２）が割り付けられ、続いてＸ方向の次頁において
対応おもて面の頁数値第４頁（Ｐ－４）に「１」を減じた第３頁（Ｐ－３）が割り付けら
れ、続いてＸ方向の対応おもて面の頁数値（Ｐ－５）に「１」を加えた第６頁（Ｐ－６）
が割り付けられている。
【００２７】
また、第２段（偶数段）のうら面において、第一頁を含む列の対応部分（上記始頁の第１
２頁（Ｐ－１２））よりＸ方向に対応おもて面の頁数値（Ｐ－１２）に「１」を減じた第
１１頁（Ｐ－１１）が割り付けられ、続いてＸ方向の次頁において対応おもて面の頁数値
第９頁（Ｐ－９）に「１」を加えた第１０頁（Ｐ－１０）が割り付けられ、続いてＸ方向
の次頁において対応おもて面の頁数値第８頁（Ｐ－８）に「１」を減じた第７頁（Ｐ－７
）が割り付けられている。
【００２８】
さらに、１２頁展開単葉４１の両面について、第一頁目のＹ方向における列の対応部分を
基準列として、Ｘ方向の奇数列目における各頁（Ｐ－１）、（Ｐ－２）、（Ｐ－５）～（
Ｐ－８）の印刷向きと、偶数列目における各頁（Ｐ－３）、（Ｐ－４）、（Ｐ－９）、（
Ｐ－１０）の印刷向きとがＸ方向とされ、それぞれ天地を逆向きにデータ回転設定されて
いる。
【００２９】
そこで、図３（Ｂ）に示すように、第一頁を含む列を基準に、折り線４２（図３（Ａ））
でＸ方向に山折りが行われ、折り線４３（図３（Ｂ））でＸ方向に谷折りするＺ折りが行
われる。続いて図３（Ｃ）に示すように折り線４４（図３（Ｂ））でＹ方向に山折りされ
て折曲加工される。また、図３（Ｄ）に示すように、印刷領域である断裁線４５で断裁し
、図４（Ｅ）に示すように一辺を綴じ部材としての接着剤（ステープルでもよい）４６で
綴じられることで冊子４７として製本されるものである。
【００３０】
また、図４は、１８頁冊子を作製する場合のもので、図４（Ａ）に示す１８頁冊子を構成
する１８頁展開単葉５１のおもて面において、Ｘ＝３、Ｙ＝３の条件値で第一頁目（Ｐ－
１）よりＸ方向を第１段とし、Ｙ方向に３段で構成したものである。この場合、Ｙ方向の
第２段までは上記図３（Ａ）と同様である。
【００３１】
そこで、Ｙ方向の第３段目（奇数段）において、第一頁を含む列の対応部分を始頁として
、｛２・Ｘ・Ｙ（ｎ－１）＋１｝（Ｘ＝３、Ｙ（ｎ）＝３、Ｙ（ｎ－１）＝２）より第１
３頁（Ｐ－１３）が頁割り付けられる。これより前頁目の頁数値としての第１３頁（Ｐ－
１３）からＸ方向に「３」を加えた第１６頁（Ｐ－１６）が割り付けられ、続いて前頁目
の頁数値としての第１６頁（Ｐ－１６）からＸ方向に「１」を加えた第１７頁（Ｐ－１７
）が割り付けられている。
【００３２】
そして、１８頁展開単葉５１のうら面においては括弧内の頁数値として表しており、第一
頁目の段で、当該第一頁（Ｐ－１）を始基準としてＸ方向に、対応おもて面の頁数値（Ｐ
－１）に「１」を加えた第２頁（Ｐ－２）が割り付けられ、続いてＸ方向の次頁において
対応おもて面の頁数値第４頁（Ｐ－４）に「１」を減じた第３頁（Ｐ－３）が割り付けら
れ、続いてＸ方向の対応おもて面の頁数値（Ｐ－５）に「１」を加えた第６頁（Ｐ－６）
が割り付けられている。
【００３３】
また、第２段（偶数段）のうら面において、第一頁を含む列の対応部分（上記始頁の第１
２頁（Ｐ－１２））よりＸ方向に対応おもて面の頁数値（Ｐ－１２）に「１」を減じた第
１１頁（Ｐ－１１）が割り付けられ、続いてＸ方向の次頁において対応おもて面の頁数値
第９頁（Ｐ－９）に「１」を加えた第１０頁（Ｐ－１０）が割り付けられ、続いてＸ方向
の次頁において対応おもて面の頁数値第８頁（Ｐ－８）に「１」を減じた第７頁（Ｐ－７
）が割り付けられている。
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【００３４】
続いて、第３段（奇数段）のうら面において、第一頁を含む列の対応部分（上記始頁の第
１３頁（Ｐ－１３））よりＸ方向に対応おもて面の頁数値（Ｐ－１３）に「１」を加えた
第１４頁（Ｐ－１４）が割り付けられ、続いてＸ方向の次頁において対応おもて面の頁数
値第１６頁（Ｐ－１６）に「１」を減じた第１５頁（Ｐ－１５）が割り付けられ、続いて
Ｘ方向の次頁において対応おもて面の頁数値第１７頁（Ｐ－１７）に「１」を加えた第１
８頁（Ｐ－１８）が割り付けられている。
【００３５】
さらに、１８頁展開単葉５１の両面について、第一頁目のＹ方向における列の対応部分を
基準列として、Ｘ方向の奇数列目における各頁（Ｐ－１）、（Ｐ－２）、（Ｐ－５）～（
Ｐ－８）、（Ｐ－１２）～（Ｐ－１５）、（Ｐ－１７）、（Ｐ－１８）の印刷向きと、偶
数列目における各頁（Ｐ－３）、（Ｐ－４）、（Ｐ－９）、（Ｐ－１０）、（Ｐ－１５）
、（Ｐ－１６）の印刷向きとがＸ方向とされ、それぞれ天地を逆向きにデータ回転設定さ
れている。
【００３６】
そこで、図４（Ｂ）に示すように、第一頁を含む列を基準に、折り線５２（図４（Ａ））
でＸ方向に山折りが行われ、折り線５３（図４（Ｂ））でＸ方向に谷折りするＺ折りが行
われる。続いて図４（Ｃ）に示すように折り線５４（図４（Ｂ））でＹ方向に山折りが行
われ、折り線５５（図４（Ｂ）でＹ方向に谷折りするＺ折りされて折曲加工される。また
、図４（Ｄ）に示すように、印刷領域である断裁線５６で断裁し、図４（Ｅ）に示すよう
に一辺を綴じ部材としての接着剤（ステープルでもよい）５７で綴じられることで冊子５
８として製本されるものである。
【００３７】
このように、図２～図４に示す冊子以外の頁数（２・Ｘ・Ｙ）であっても、おもて面にお
いて、第１段を除く奇数段の始頁を｛２・Ｘ・Ｙ（ｎ－１）＋１｝とし、偶数段の始頁を
｛２・Ｘ・Ｙ（ｎ）｝として、第一頁を含む奇数段にあってはＸ方向に前頁目の頁数値に
「３」を加算し、続いて前頁目の頁数値に「１」を加算することを繰り返すことにより頁
割付けが行われ、偶数段にあってはＸ方向に前頁目の頁数値に「３」を減じ、続いて前頁
目の頁数値に「１」を減ずることを繰り返すことにより頁割付けが行われる。
【００３８】
また、うら面において、各奇数段にあってはＸ方向に、対応おもて面の頁数値に「１」を
加算し、続いて対応おもて面の頁数値に「１」を減ずることを繰り返し、各偶数段にあっ
てはＸ方向に、対応おもて面の頁数値に「１」を減じ、続いて対応おもて面の頁数値に「
１」を加算することを繰り返すことにより頁割付けが行われる。
【００３９】
さらに、第一頁目のＹ方向における列の対応部分を基準列として、Ｘ方向の奇数列目にお
ける各頁の印刷向きと、偶数列目における各頁の印刷向きとがＸ方向とされ、それぞれ天
地を逆向きにデータ回転設定される。そして、第一頁を基準に、Ｘ方向に山折りから始ま
るＺ折りを行い、Ｙ方向に山折りから始まるＺ折りを行うことで、各重ね合わされた部分
が頁順となり、かつ印刷内容の向きが同方向となるものである。
【００４０】
なお、上記説明は、Ｙ方向に複数段での頁展開単葉を示したが、Ｙ方向に１段であっても
、上述の第一頁を含む段の頁割付け、Ｘ方向へのＺ折りを繰り返すことにより、適用でき
るものである。また、上記示した各単葉は、印刷時より単葉である場合と、連続用紙上で
の印刷処理の後に断裁される場合とを含むものである。また、第一頁目のＸ方向における
段を基準段として、各奇数段目における各頁（表裏）の印刷向きと、各偶数段における各
頁（表裏）の印刷向きとを、Ｙ方向としてそれぞれ天地を逆向きとすることで、上記折曲
加工後に印刷向きが同方向となるものである。
【００４１】
次に、図５に、本発明によるおもて面における奇数段の頁割付けのフローチャートを示す
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。図５において、まず、頁割付手段１２の段数区分手段２１が、条件値１７としてＸ値お
よびＹ値を取得し、全頁数（２・Ｘ・Ｙ）を特定する（ステップ（Ｓ）１）。そして、奇
数段の数値を奇数段頁割付手段２２に送出し、偶数段の数値を偶数段頁割付手段２３に送
出する。
【００４２】
そこで、奇数段頁割付手段２２において、第１段の基準値「１」（第一頁）より、Ｘ方向
の次列目を、前列目の頁数値（（Ｐ（ｘ－１））に対して「３」を加算した頁数値を割り
付ける（Ｓ２）。続いて、Ｘ方向の次列目を前列目の頁数値（（Ｐ（ｘ－１））に対して
「１」を加算した頁数値を割り付ける（Ｓ３）。そして、順次前列目の頁数値（（Ｐ（ｘ
－１））に対して「３」の加算と「１」の加算を繰り返して頁数値を割り付ける（Ｓ４）
。これを、総てのＸ列（Ｘ値）まで頁割付けを行う（Ｓ５）。ここで、上記単葉の頁割付
けが１段だけの場合にはおもて面については終了する。
【００４３】
続いて、第２段目以降の基準頁の列（第一頁を含むＹ方向の列）上における奇数段の始頁
を｛Ｐ＝２・Ｘ・Ｙ（ｎ－１）＋１｝として特定し（Ｓ６）、Ｘ方向に、順次、前列目の
頁数値（（Ｐ（ｘ－１））に対して「３」の加算と「１」の加算を繰り返して頁割り付け
る（Ｓ７）。これが総てのＸ列（Ｘ値）まで頁割り付けられる（Ｓ８）。そして、総ての
Ｙ段（Ｙ値）までの奇数段について頁割付けが行われるものである（Ｓ９）。
【００４４】
また、図６に、本発明によるおもて面における偶数段の頁割付けのフローチャートを示す
。まず、頁割付手段１２の段数区分手段２１が、条件値１７としてＸ値およびＹ値を取得
し、全頁数（２・Ｘ・Ｙ）を特定する（Ｓ１１）。そして、奇数段の数値を奇数段頁割付
手段２２に送出し、偶数段の数値を偶数段頁割付手段２３に送出する。
【００４５】
そこで、偶数段頁割付手段２３において、第１段目の基準頁「１」の列上における偶数段
の始頁を｛Ｐ＝２・Ｘ・Ｙ（ｎ）｝として特定し（Ｓ１２）、Ｘ方向の次列目を、前列目
の頁数値（（Ｐ（ｘ－１））に対して「３」を減算した頁数値を割り付ける（Ｓ１３）。
続いて、Ｘ方向の次列目を前列目の頁数値（（Ｐ（ｘ－１））に対して「１」を減算した
頁数値を割り付ける（Ｓ１４）。そして、順次前列目の頁数値（（Ｐ（ｘ－１））に対し
て「３」の減算と「１」の減算を繰り返して頁数値を割り付ける（Ｓ１５）。これを、総
てのＸ列（Ｘ値）まで頁割付けを行う（Ｓ１６）。そして、総てのＹ段（Ｙ値）までの偶
数段について頁割付けが行われるものである（Ｓ１７）。
【００４６】
続いて、図７に、本発明によるうら面における頁割付けりのフローチャートを示す。図７
（Ａ）は奇数段の裏面（うら面）の頁割付けのフローチャートであり、図７（Ｂ）は偶数
段の裏面（うら面）の頁割付けのフローチャートである。図７（Ａ）において、まず、基
準頁「１」の列上における奇数段の始頁の裏面に、表面（おもて面）の頁数値（Ｓ（Ｐ）
）に「１」を加算した頁数値を割り付ける（Ｓ２１）。
【００４７】
続いて、Ｘ方向の次列目の裏面に、表面の頁数値（Ｓ（Ｐ））に「１」を減算した頁数値
を割り付ける（Ｓ２２）。そして、順次、Ｘ方向の各列の各裏面で、表面の頁数値（Ｓ（
Ｐ））に「１」の加算と「１」の減算を繰り返して頁数値を割り付ける（Ｓ２３）。これ
を、総てのＸ列（Ｘ値）まで頁割付けを行い（Ｓ２４）、総てのＹ段（Ｙ値）までの奇数
段について頁割付けが行われるものである（Ｓ２５）。
【００４８】
また、図７（Ｂ）において、まず、基準頁「１」の列上における偶数段の始頁の裏面に、
表面（おもて面）の頁数値（Ｓ（Ｐ））に「１」を減算した頁数値を割り付ける（Ｓ３１
）。続いて、Ｘ方向の次列目の裏面に、表面の頁数値（Ｓ（Ｐ））に「１」を加算した頁
数値を割り付ける（Ｓ３２）。そして、順次、Ｘ方向の各列の各裏面で、表面の頁数値（
Ｓ（Ｐ））に「１」の減算と「１」の加算を繰り返して頁数値を割り付ける（Ｓ３３）。
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これを、総てのＸ列（Ｘ値）まで頁割付けを行い（Ｓ３４）、総てのＹ段（Ｙ値）までの
偶数段について頁割付けが行われるものである（Ｓ３５）。
【００４９】
次に、図８に、本発明による印刷向き設定のフローチャートを示す。図８において、まず
、条件値１７としてＸ値およびＹ値が取得されて全頁数（２・Ｘ・Ｙ）と頁配置が特定さ
れる（Ｓ４１）。そこで、第１段目の基準頁「１」の列を基準列として、当該基準列を含
む各奇数列に対応する頁（表裏）の印刷データをＸ方向で同方向とする（Ｓ４２Ａ）。ま
た、各偶数列に対応する頁（表裏）の印刷データを、奇数列頁の印刷データに対して天地
を逆とした方向とするものである（Ｓ４３Ａ）。
【００５０】
一方、基準頁「１」を含む段を基準段として、各奇数段における各頁（表裏）の印刷デー
タをＹ方向で同方向とする（Ｓ４２Ｂ）。また、各偶数段における各頁（表裏）の印刷デ
ータを、奇数段に対して天地を逆とした方向等する（Ｓ４３Ｂ）。これにより、上述のよ
うに第一頁を基準にしてＸ方向に山折りから始まるＺ折りを行い、Ｙ方向に山折りから始
まるＺ折りを行うことで総てが同方向となるものである。
【００５１】
そこで、図９に、本発明に係る冊子作製処理方法の全体処理フローチャートを示す。図９
において、まず、印刷データ１８を印刷手段１４が取得すると共に、頁割付手段１２が条
件値１７としてＸ方向の全列数のＸ値、およびＹ方向の全段数のＹ値を取得して全頁数（
２・Ｘ・Ｙ）を特定する（Ｓ５１）。そこで、頁割付手段１２が奇数段および偶数段のそ
れぞれの表面の頁を割り付けると共に、裏面の頁を割り付けて表裏の前頁の割付けを統合
する（Ｓ５２）。
【００５２】
続いて、データ回転手段１３が、印刷データの向きを上述のように折曲加工時に同方向と
する設定を行う（Ｓ５３）。そして、印刷手段１４が、取得した印刷データ１８を、上記
頁割付けに対応させ、またデータ回転手段１３で設定した印刷データの向きに対応させて
印刷処理を行う（Ｓ５４）。
【００５３】
そこで、第一頁を含む基準列に対してＸ方向に、山折りから始まるＺ折りを行う山折りと
谷折りを順次繰り返す（Ｓ５５）。また、第一頁を含む基準段に対してＹ方向に山折りか
ら始まるＺ折りを行う山折りと谷折りを順次繰り返す（Ｓ５６）。そして、印刷領域（上
記断裁線３４，４５，５６で囲まれる領域）を断裁し、所定辺を接着部材やステープル等
の綴じ部材により綴じて冊子状とすることで製本するものである（Ｓ５７）。
【００５４】
なお、上記実施形態では、展開単葉上の第一頁を、平面上の右下に配置した場合を示した
が、平面上の左上、右上、左下に配置しても適用することができるものである。
【００５５】
このように、単葉の両面の頁割付け、印刷向きを一定の手法で設定してその後の印刷処理
、折曲や断裁の加工処理、製本処理を行うことから、個別対象毎の冊子単位でかつ個別対
象毎によって枚数が可変となる冊子を作製する工程の効率化を図ることができるものであ
る。
【００５６】
【発明の効果】
以上のように、第一頁を含むＸ方向を段としてＹ方向に所定数段とし、各段のおもて面、
うら面のそれぞれで頁割付けを行い、印刷向きを両面について折曲加工時に同方向とする
データ回転設定を行った後に印刷処理を行い、Ｘ方向とＹ方向にそれぞれ山折りから始ま
るＺ折りを行ってから印刷領域を断裁して綴じることで冊子状に製本させることにより、
単葉の両面の頁割付け、印刷向きを一定の手法で設定できることから、個別対象毎の冊子
単位でかつ枚数の異なる冊子を作製する工程の効率化を図ることができるものである。
【図面の簡単な説明】
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【図１】本発明の冊子作製処理方法を実現するための処理システムのブロック構成図であ
る。
【図２】本発明による８頁冊子作製の説明図である。
【図３】本発明による１２頁冊子作製の説明図である。
【図４】本発明による１８頁冊子作製の説明図である。
【図５】本発明によるおもて面における奇数段の頁割付けのフローチャートである。
【図６】本発明によるおもて面における偶数段の頁割付けのフローチャートである。
【図７】本発明によるうら面における頁割付けのフローチャートである。
【図８】本発明による印刷向き設定のフローチャートである。
【図９】本発明に係る冊子作製処理方法の全体処理フローチャートである。
【図１０】従来の個別冊子作製の説明図である。
【符号の説明】
１１　　　　　　　　　　冊子作製処理システム
１２　　　　　　　　　　頁割付手段
１３　　　　　　　　　　データ回転手段
１４　　　　　　　　　　印刷手段
１５　　　　　　　　　　加工手段
１６　　　　　　　　　　製本綴じ手段
１７　　　　　　　　　　条件値
１８　　　　　　　　　　印刷データ
２１　　　　　　　　　　段数区分手段
２２　　　　　　　　　　奇数段頁割付手段
２３　　　　　　　　　　偶数段頁割付手段
２４　　　　　　　　　　統合手段
３６，４７，５８　　　　冊子
【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】



(13) JP 4535597 B2 2010.9.1
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【図９】

【図１０】
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